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久崎：心の理論における共同注意，内受容感覚，そして親子間相互作用

Ⅰ．心の理論と自他弁別
　心の理論（theory of mind）とは，他者の心的
状 態 を 推 測 す る 私 た ち の 心 の 働 き で あ る

（Premack & Woodruff, 1978）。Dennett（1978）は，
子どもが心の理論を持っていると言うためには，
子どもが他者の志向や信念が正しいか誤っている
かを理解できていなければならないこと示唆し
た。それを受けて発達心理学領域では，子どもが
他者の誤った信念を理解しているかを確認するた
めに，数種類の誤信念課題が考案されてきた。そ
の主なものは，マクシ課題（Wimmer & Perner, 
1983）， ア ン と サ リ ー の 課 題（Baron-Cohen, 
Leslie, & Frith, 1985），スマーティ課題（Gopnik 
& Astington, 1988）である。マクシ課題とアン
とサリーの課題は，登場人物が居ない間にモノが
別の場所に移動するのを見た子どもに，その登場

人物が戻ってきたときにそのモノがどこにあると
思って探そうとするかを尋ねる課題である。また，
スマーティ課題は，お菓子の箱の中に鉛筆が入っ
ていることを知った子どもに，他の人にその箱の
中に入っているものが何かと訊いたらその人はど
のように答えるかを尋ねる課題である。これらの
課題に共通しているのは，真実を知っている子ど
もが真実とは異なる誤った信念を登場人物に帰属
するかが問われている点である。これらの課題で
正 答 す る 子 ど も の 年 齢 は 4 ～ 5 歳 で あ る

（Wellman, Cross, & Watson, 2001）が，正答する
ためには他者の信念の真偽に関係なく，まずは，
自分自身の信念とは異なる信念を他者がもってい
ることを理解していること，つまり同一事象に対
する信念の自他弁別が必要になる。
　また，信念は思考過程の一側面であるが，信念
だけが心的状態ではない。他者の欲求や情動等の
感情を理解することも心の理論の一部である

（Wellman & Banerjee, 1991）。子どもの感情理解
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といっても様々な側面があり，特に感情の自他弁
別の萌芽を示唆する研究として Repacholi & 
Gopnik（1997） の 研 究 が あ る。Repacholi & 
Gopnik は，子どもの好きな食べ物と嫌いな食べ
物それぞれに実験者が喜びと嫌悪の情動を表出し
た（好み一致条件）後に実験者が要求するとどち
らを渡すか，また反対に，子どもの好きな食べ物
と嫌いな食べ物それぞれに実験者が嫌悪と喜びの
情動を表出した（好み不一致条件）後に実験者が
要求するとどちらを渡すかを調査した。その結果，
14ヶ月児においてはどちらの条件でも自分の好み
の食べ物を渡す子どもが多いが，18ヶ月児におい
ては好み一致条件では自分の嫌いな食べ物を渡す
子どもは少なかったが，好み不一致条件では自分
の嫌いな食べ物（実験者の好きな食べ物）を渡す
子どもが多いことが明らかになった。この結果は，
生後18ヶ月にもなれば，他者の情動表出が自分自
身の欲求と合致しない場合でもその他者の情動表
出から他者の欲求を推測して満たすことできるこ
とを示唆している。別の言い方をすれば，同一事
物に対する欲求の自他弁別ができているからこ
そ，自分の欲求を反映させることなく他者の欲求
を推測できることを示唆している。
　先で述べた誤信念課題では登場人物や状況につ
いて言語で説明され，また言語による回答が求め
られるため，誤信念課題を理解して正答するため
には一定の言語能力を備えてないといけない。ま
た，Milligan, Astington, & Dack（2007）のメタ
分析では誤信念課題成績と言語課題成績の相関は
比較的強いことが確認されている。このように言
語能力の個人差が関与してくるため，従来の言語
的な誤信念課題では純粋に，自分自身の信念と異
なる他者の誤った信念を理解しているか否かを見
究めることができない。そこで非言語的な誤信念
課 題 と し て 近 年， 期 待 背 反 法（violation of 
expectation procedure）が用いられるようになっ
た。期待背反法は，予期せぬ事象に対する注視時
間は長くなりやすいという乳児の特性を活かした
方法で，注視時間が短ければ乳児はその事象を予
期していた，あるいは潜在的に理解していたとい
うことになる。この期待背反法を用いて Onishi 
& Baillargeon（2005）は，モノが移動して別の
場所に移った様子を見て知っている生後15ヶ月の

乳児に，その移動の様子を見ていない人物がその
モノの正しい場所を探し当てる場面を見せると，
乳児はより長くその場面を注視することを明らか
にした。生後12ヶ月を過ぎれば乳児は他者にとっ
て新奇か既知かに基づいて他者の注視する対象を
正確に特定できる（具体的には，ある対象が他者
にとって新奇でその対象を見た他者が興奮して喜
んでいる場合にはその対象を他者に渡したり対象
を操作して見せたりするが，対象が他者にとって
既知でその対象を見た他者が興奮している場合に
はその対象の全体でなく特定部位を注視したり他
の対象がないか部屋を見渡したりする）ことが確
認 さ れ て お り（Moll, Koring, Carpenter, & 
Tomasello, 2006; Tomasello & Haberl, 2003），生
後12ヶ月頃には他者の認知状態を想像したり追跡
したりすることが可能であることが示唆されてい
る。したがって Onishi & Baillargeon（2005）が
示したその結果は，生後15ヶ月の乳児がモノの移
動場面を見ていない人物はモノはそのまま元の場
所にあると認知していると想定しているからこ
そ，移動した正しい場所を探し当てるのを目の当
たりにして驚き長く注視したのだと解釈できる。
同様の方法で，生後18ヶ月の乳児でもモノの移動
を見ていない人物が移動した場所を探し当てる場
面を見せると長く注視することが確認されている

（Moriguchi, Ban, Osanai, & Uchiyama, 2018）。ま
た，生後16ヶ月の乳児で，信頼できるリアクショ
ンを示す人物であれば，その人物が自らモノを隠
した後に再びそのモノの正しい場所を探し当てる
場面よりも間違った場所を探す場面をより長く注
視することも報告されている（Poulin-Dubois & 
Chow, 2009）。その他に，注視反応ではなく具体
的な援助行動が観察されるか否かを指標とした
Buttelmann, Carpenter, & Tomasello（2009）の
研究もある。この研究では，生後18ヶ月の乳児に
おいて，実験者のオモチャが移動してもう １ つ別
の箱にあるのを知らないその実験者が元々オモ
チャのあった空の箱を開けようとする場合のほう
が，（おそらくオモチャの在り処を教えたりオモ
チャを取って渡そうとして）もう １ つの箱を開け
たり触ったりする乳児の割合が，実験者のオモ
チャが移動してその在り処をその実験者も知って
いる場合よりも高いことを明らかにした。こうし
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た研究を振り返ると，生後 １ 歳半前後の乳児が，
他者の信念の正誤を理解しているとまでは言えな
いが，自己自身の視点とは異なる他者の視点で事
象の変化を捉えていることは確かではないかと考
えられる。すなわち，同一事象に対する知覚や信
念の自他弁別が生後 １ 歳半頃には発達しているも
のと思われる。
　心の理論を検証するために様々な課題が上記の
とおり考案されてきたが，どの課題も，他者の行
動・反応から他者が “ どのような ” 心的状態を抱
えていると子どもが理解しているかを検証するた
めのものではなく，他者が “ 自己自身とは異なる ”
心的状態を抱えていることを子どもが理解してい
るかを検証するためのものであると言える。他者
がもつ心の “ 内容 ” をほぼ同じように理解するこ
とは他者の心を代理的に経験する，いわゆる “ 共
感 ” と呼ばれるものであり，共感は心の “ 自他相
違 ” を理解しているか否かは問題ではない。守口

（2018）によれば，心の理論の発達過程とは，新
生児期の感覚－運動マッチングやミラーニューロ
ンを基盤とした自他未分化な心の理解から徐々に
自他が分離された視点取得レベルの心の理解に移
行していくことであるという。ここであらためて
言えば，心の理論の発達の中心で，私たちの心的
過程を構成する意図，欲求，情動，知覚，知識，
信念等の自他相違の理解（自他弁別）が多様な経
験によって月齢とともに進行しているということ
なのだろう。勿論，自他弁別だけが心の理論の発
達においてとりわけ重要だというわけではない。
自己視点を抑制しないと他者に心的状態を帰属し
たり他者視点で心的状態を推測したりすることは
難しいため，自己視点を抑制する実行機能の発達
も心の理論の発達において重要であろう（森口 , 
2018）。ただ，自己視点や他者視点が生成される
ためには，心の自他弁別の発達が不可欠である。

Ⅱ．心の自他弁別を育む環境
１ ．心の自他弁別の発達に遺伝や環境はいかに寄

与しているか
　心の理論の個人差を生み出すのは遺伝要因なの
か，それとも環境要因なのか。Hughes, Jaffee, 
Happe, Taylor, Caspi, & Moffitt（2005）による心
の理論の行動遺伝学的研究はこの問いに対して，

心の理論の個人差の大半を説明するのは遺伝要因
ではなく環境要因であることを明示した。最近で
も，Wade, Hoffman, & Jenkins（2015）が心の理
論の個人差の26％をオキシトシン受容体遺伝子と
母親の認知的感受性の交互作用効果で説明される
ことを明らかにしており，この研究結果は心の理
論に対する遺伝要因の影響を環境要因が調整して
いることを教えてくれている。遺伝要因も幾らか
関与しているが，心の理論の個人差の説明におい
てかなりところを環境要因が占めているものと思
われる。
　現に，これまでに多くの研究が養育環境と心の
理論発達の結びつきを示唆する結果を示してき
た。具体的には，家庭の経済状況や家族成員数・
兄弟数といった家族背景的要因から，親の感受性，
心的会話，心を想定する傾向（mind-mindedness）
といった相互作用的要因まで検討されてきた。
Devine & Hughes（2016）によるメタ分析研究は，
親の社会経済的地位（socio economic status），
兄弟数，親との心的会話，親の mind-mindedness
が言語能力を統制しても誤信念理解にある程度関
与することを明らかにしている。親の社会経済的
地位は家族の様々な側面から把捉される概念であ
るため，心の理論の発達を多様な方法で促してい
ると考えられる。しかしながら，兄弟数，親との
心的会話，親の mind-mindedness といった要因
は子どもが日常で経験する親や家族成員との相互
作用に直接影響を及ぼすものである。例えば，兄
弟数が多いほど子どもは，自分自身とは異なる視
点に多く接するであろう。また，親との心的会話
や親の mind-mindedness の指標である心的言及
によって子どもは心に関する言語や概念・法則を
学習するであろう。こうした相互作用に関わる要
因が誤信念理解等の心の理論を発達させる可能性
は 首 肯 で き る。 最 近 で は Licata, Kristen, & 
Sodian（2016）が，生後 4 歳時点の親子間相互作
用における情緒的利用可能性，子どもの気質，認
知的特性といった変数を統制しても， 7 ヶ月時点
での親子間相互作用における情緒的利用可能性が
4 歳時点の心の理論を予測することが明らかにし
ており，これは発達初期の親子間相互作用の質が
心の理論の個人差に大きな影響を及ぼしている可
能性をうかがわせるものである。
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　それでは，心の理論の一過程である心の自他弁
別は，親や大人とのどのような相互作用の中でど
のようにして立ち現れるのであろうか。同一事象
に対して生じる心的状態が自己と他者で異なるこ
とを理解していく過程に特に親子間相互作用がど
のように関わっているのであろうか。おそらく，
相互作用過程において自己の視点や経験が他者の
視点や経験とずれていることを探知することに
よって心の自他弁別は発達してくるものと思われ
る。さらに言えば，自他弁別は発達の極初期には
身体的レベルであったものが，成長とともに徐々
に心的レベルのものも加わっていくのではないか
と考えられる。そこで次では，自他弁別がそもそ
もどのような機序のもとで発達するのかを整理し
て論じたい。
２ ．自他弁別の発達に外受容感覚や固有感覚はい

かに作用しているか
　生まれながらにして既にヒトは感受する情報が
自己身体とそれ以外のどちらに由来するか，また
自己運動とそれ以外のどちらに由来するか，の弁
別ができていると考えられている（Yamada, 
Kanazawa, Iwasaki, Tsukahara, Iwata, Yamada, 
& Kuniyoshi, 2016）。自他弁別は発達の極初期か
らどのように発達するのかについて，これまでに
確認されている先行研究の知見を振り返りながら
述べる。
　（１）自己に向けられた接触による経験　Rochat 
& Hespos （1997） は，新生児が自発的に動かした
手が偶然その新生児自身の頬に触れる場合よりも
自分以外の手がその新生児の頬に触れる場合のほ
うがルーティング反応を 3 倍多く示すことを明ら
かにした。こうした現象ではおそらく，新生児は
手を動かす際に生じる “ 固有感覚（proprioception）”
を参照すると同時に，手が口や頬に触れていると
きは “ 外受容感覚（exteroception）” の １ つであ
る触覚を通じて口や頬から手を感じるとともに手
から口や頬を感じるという二重接触を経験してい
るものと思われる。なお，固有感覚とは，骨格筋
やゴルジ腱器官などから生じ，空間における身体
の動きの速度や向きの感覚，骨格筋の緊張の感覚，
平衡感覚など，運動の調整と姿勢の維持にかかわ
る感覚である（Dworkin, 2007）。自己に向けられ
た接触は運動に伴う固有感覚および身体２箇所か

ら触覚の同期的変化をもたらすが，他者や外部環
境から受けた接触は身体１箇所からの触覚刺激入
力でしかないため，自己に向けられた接触か自己
以外への接触かによって自己身体かそれ以外かの
区別がなされているものと思われる。
　（２）視覚フィードバックに基づく経験　身体外
部情報の知覚に関わる外受容感覚の中でも視覚は
乳児の発達に大きな影響を及ぼしていくが，自己
自身の身体知覚にも影響を及ぼすであろう。
Rochat & Morgan（1997）は，乳児に，自分自
身の足が自分から見た場合と同じタイミングと方
向で動いている映像を見せたときよりも，自分自
身の足が自分から見た場合と同じタイミングでは
あるが空間的に異なる方向に動いている映像を見
せたときのほうが，生後 3 ヶ月の乳児でもより長
く注視することを明らかにしている。これは，運
動によって生じる固有感覚によって視覚結果を予
測し，現実の視覚フィードバックがその予測を裏
切っていたから乳児は長く注視したのだとすれ
ば，生後₃ヶ月頃には既に乳児は固有感覚と視覚
フィードバックを照合しているものと思われる。
また，視覚と触覚によって身体所有感が生み出さ
れることがラバーハンド錯覚で確認されている

（Botvinick & Cohen, 1998）が，近年，そのラバー
ハンド錯覚を応用して Filippetti, Johnson, Lloyd-
Fox, Dragovic, & Farroni （2013）は新生児を対
象に，自分自身の顔が筆で撫でられているのと同
じタイミングでモニター上の正立顔が撫でられて
いる映像を見せる条件とそのモニター上の正立顔
が撫でられるタイミングが少し遅い映像を見せる
条件とその ２ 条件の倒立顔バージョン ２ 条件，合
わせて計 4 条件それぞれで映像への注視時間を測
定した。その結果，正立顔では顔撫でが少し遅れ
た映像より同じタイミングの映像のほうをより長
く注視することが明らかになった（ただし，倒立
顔のときにはそのような差異は生じなかった）。
このことから，新生児でも正立顔を処理できるよ
うな身体図式をもっており，また触覚と視覚
フィードバックの同期を検知していることがうか
がわれる。以上より，発達の極初期より乳児は，
映像に映る自分自身の足や顔を自分のものだと認
識しているかは定かではないが，視覚と固有感覚
の同期性あるいは視覚と触覚の同期性を検知する
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ことができ，自己自身の視覚的な身体図式を精緻
化し始めているかもしれない。
　（３）運動に基づく予測と感覚フィードバックの
照 合 に よ る 経 験　 先 ほ ど 紹 介 し た Rochat & 
Hespos （1997）の研究では，新生児が自発的に動
かした手が頬に触れる場合よりも自分以外の手が
頬に触れる場合を区別できることが報告されたの
であるが，自分の手を動かすという運動指令の遠
心性コピーによってその感覚結果を予測できるの
であれば，現実の感覚結果と照合して一致すれば
自分の手を自己のものとして感じるだけでなく，
その運動を実行している主体は私自身だという運
動主体感をも経験することができる（Gallagher, 
2000）。新生児期からそのような運動主体感を経
験していることを示唆する研究結果は現在のとこ
ろないが，早くて生後 ２ ヶ月には運動主体感を経
験していることを示唆する証拠が幾つかある。
Rochat & Striano（1999）は，生後 ２ ヶ月の乳児
を対象に，おしゃぶりを特定の閾値以上の強さで
吸うとその強さに比例したピッチの音が鳴る場合
とその強さとは無関係なランダムなピッチの音が
鳴る場合の吸い方を調査した。その結果，吸う強
さに比例したピッチの音が鳴る場合では音を鳴ら
そうと調整しているかのような吸い方を頻繁にす
ることが明らかになった。吸う強さに比例した
ピッチの音が鳴る場合では，吸う強さを自ら変え
ることで，吸う行為の遠心性コピーに基づいて音
の結果を予測しながら現実の音の結果と照合させ
て予測と現実のずれを最小化することで，安定的
に特定のピッチの音を聞こうとしていた可能性が
考えられる。別の言い方をすれば，生後 ２ ヶ月頃
には，吸うという運動指令の遠心性コピーで予測
した結果どおりに聴覚的フィードバックを探知す
ることで，聴覚的変化に対する運動主体感を経験
していたものと思われる。また，Watanabe & 
Taga （2006, 2011）も，生後 ２ ヶ月の乳児が目の
前にあるモビールに片腕か片足をリボンでつなげ
るとつなげていない場合よりも四肢を動かす頻度
が多かったことを報告している。この研究報告で
さらに興味深いのが，特に片腕とモビールをリボ
ンでつなげた場合に， ２ ヵ月児では四肢の運動の
頻度がベースラインを超えて増加するが， 3 ヶ月
児では両腕の運動の頻度がベースラインを超えて

増加し， 4 ヶ月児ではモビールでつながれている
側の腕のみの運動がベースラインを超えて増加し
たということである。この結果は，生後 ２ ヶ月か
ら 4 ヶ月にかけて，視覚的フィードバックに基づ
く運動主体感がより効果的に視覚的フィードバッ
クを引き起こすためにより洗練されたものに発達
したということを示唆する。おそらく，加齢とと
もに拡大していく随意運動の可能な身体領域にお
いてある自発的な運動と特定の環境変化の随伴的
な関係を学習すると，その身体領域に特異的に運
動主体感が形成されていくものと思われる。
　乳児の運動主体感の身体領域は上記の研究にみ
る吸啜運動や四肢運動の身体領域だけに留まらな
い。乳児の視線運動に対する主体感を研究した成
果が近年幾つか報告されている。宮崎・高橋・岡
田・開 （2011）はアイスクラッチ課題を用いて生
後₈ヶ月児を対象に視線軌道や注視関連指標の分
析を行っている。アイスクラッチ課題では開始直
後は画面全体が黒色に塗りつぶされているが，ア
イトラッカーが参加者の視線を検出すると，その
点から一定の半径の円領域が削られて，黒色画面
の後ろから画像が現れるようになっている。宮崎
ら（2011）の研究では，参加者は 4 名と少なく統
計的分析を行っていないが， 8 ヶ月乳児4名全員
が １ 枚目に比べて 4 枚目で削った面積や視線移動
距離が大きいことが確認され，黒いエリアを削ろ
うとして主体的に視線運動をコントロールしてい
る可能性が示唆された。また，Wang, Bolhuis, 
Rothkopf, Kolling, Knopf, & Triesch （2012）は生
後 6 ヶ月と 8 ヶ月の乳児を，画面上のボタンに視
線を向けるとそれをアイトラッカーが検出して画
面上に動物が出現するという実験状況に置いて，
乳児のボタンへの注視を分析した。その結果，乳
児は 3 試行目にはボタンに視線を向けるまでの時
間が平均で200ms にまで早まり，生後 6 ヶ月児
でも動物の出現を期待して主体的に視線運動をコ
ントロールしている可能性が示唆された。以上よ
り，早くて生後 6 ヶ月頃には，視線運動あるいは
注視による視覚フィードバックの変化を予測・期
待して視線運動あるいは注視を主体的にコント
ロールしていることがうかがわれる。
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３ ．心の自他弁別の発達に共同注意経験はいかに
寄与するか

　先では，新生児期あるいはそれ以前より固有感
覚や触覚の同期的変化を参照することで “ 自己身
体 ” の感覚を経験している可能性，発達の極初期
より固有感覚や触覚と視覚フィードバックの照合
に基づいて “ 視覚的自己身体 ” の感覚を経験して
いる可能性，発達の極初期より運動予測と視覚
フィードバックの照合に基づいて行為に対する
“ 自己主体性 ” の感覚が発達している可能性，そ
して生後半年頃にはその自己主体性の感覚は注視
にまで及ぶ可能性を確認した。自己身体，視覚的
自己身体，自己主体性の感覚が生じていないとき
には外的環境や他者といった自己以外に由来した
感覚が生じており，発達の極初期から，自己身体，
視覚的自己身体，自己主体性というレベルで自己
かそれ以外かの弁別がなされていると考えられ
る。そして，生後半年を過ぎて注視する主体が自
己かそれ以外かの弁別ができるようになるわけで
はあるが，だからといって，その注視によって得
る景色や知識が自己と他者で異なるということま
で理解できるわけではない。注視という行為に続
いて生じる知覚や信念といった心的状態は，身体
を有する自己以外の他者も経験するものであり，
自らの感覚を通して直接知覚・認知することので
きない表象でもある。知覚や信念といった他者の
心的状態が自己のものとは時に異なることもあり
完全同一ではないと理解できるようになる，つま
り心の自他弁別が発達するためには，何が必要な
のであろうか。
　以前から，心の理論の機序を説明するものとし
て理論説やシミュレーション説が唱えられている
が，これらの説では心の自他弁別の発達の機序を
おそらく説明することはできない。理論説では，
日常の経験・観察を通じて形成される心に関する
客観的で第三者的な理論を用いて他者の心を理
解・推測するとし，自己の心に対しても他者の心
の時と同様にその理論を適用すると考えるため，
自己視点と他者視点の比較・調整という考えがそ
もそもない。また，シミュレーション説では，他
者の状況や行動を自分に当てはめて，自分の脳内
で他者の状況や行動をシミュレートした結果とし
て他者の心が理解できると考えるため，他者の心

はすでに自己の心と同一で自己視点と他者視点の
比較・調整の余地がない。精緻で安定した理論を
獲得すれば，あるいは緻密なシミュレーションが
できるようになれば，直接知覚・認知可能な他者
の表出・行動からその背後にある心的状態という
表象の “ 内容 ” を推定することはできるが，他者
の心的状態が自己のものとは異なるという心的表
象の “ 違い ” に気づくことはできない。やはり心
の自他弁別は，内生的な理論やシミュレーション
ではなく，親をはじめとする他者との相互作用過
程の中で発達すると考えるべきではないだろうか。
　Tomasello （2018）によれば，自己と他者の視
点の相違を理解するためには，ある状況を他者と
同時に共有しなければならないという。自己自身
と他者は同じ事物に注意を向けていても，自己と
他者ではその事物の見え方や体験の仕方はたいて
い異なっている。同じ事物に対する注意を共有し
ているからこそ，それと同時に，その事物に対す
る視点は自己と他者でそれぞれに固有であり，両
者が異なることに気づいていくというのである。
さらには，共同注意経験が自他視点の相違に気づ
かせるという見方は，生後 １ 歳半以下の乳児で検
証されてきた潜在的な誤信念課題において，モノ
の本当の在り処を見ていない人物がそのモノの在
り処を探し当てるという場面をより長く注視する
という結果をも説明することができるという。共
同注意に関するヒト固有のスキルや動機づけは生
後 9 ヶ月頃に出現し始め，12ヶ月を過ぎると他者
の立場でその他者の認知状態を想像したり追跡し
たりすることが可能になることが示唆されており

（Moll et al., 2006; Tomasello & Haberl, 2003），
潜在的な誤信念課題において表象される他者の認
知状態とその他者の現実の行動が符合しないとき
に，その認知状態に関する期待・予測が裏切られ
て長く注視したと考えることができるのである。
これまで検討されてきた潜在的な誤信念課題の研
究成果は課題内容や対象月齢によって幾らか異な
り一貫していないのが問題であるが，その問題に
は当該の課題内容や対象月齢で他者の認知状態を
表象したり追跡したりすることができるか否かと
いうことが関わっているのかもしれない。
　共同注意に関係するスキルと動機づけが発達す
れば，共同注意に関連した自己－他者間でのやり
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とりも活発になる。特に乳児と大人の典型的な共
同注意場面でのやりとりでは，発信者が受信者に
対してモノを与えたり，モノを見せたり，シンプ
ルな言葉を用いて興味をそそるモノや出来事に対
して指差しをして見せたりする行為が頻繁にな
る。また，受信者は発信者のそのような行為に応
じれば，受信者の個人的な注意は共同注意に移行
する。Tomasello （2018）によれば，同一事物に
対して同じく注意を向けても知覚する他者の反応
が自己のもと異なる場合には相互に調整する必要
があり，その調整過程の中で自己視点と他者視点
それぞれの内容や自己視点と他者視点の関係が明
確になるという。そして，自己視点の内容と他者
視点の内容が一致しているかどうかを確認するた
めには，言わば鳥瞰図的に，同一の “ 表象形式 

（representational format）” で自己視点と他者視
点を比較する実行機能の働きも重要だという。こ
のように共同注意場面は，視点の自他比較および
自他間調整の場として重要な意味をもち，同一事
物に対して他者である大人の知覚・認知といった
経験の内容が自己のものとは完全に同一でないこ
との認識を与える機会となり，心の自他弁別の発
達を促すのではないかと考えられる。
　同一事物に対して自己と他者で注意を共有して
も，必ずしも注意によって生じた経験まで共有さ
れるわけではない。注意を向けている同一事物に
おいて注意ポイントが自己と他者で微妙に異なっ
ていたりずれていたりすれば，他者が注意を向け
ているポイントを他者の姿勢や視線等から同定し
て，他者の経験・反応の仕方や強さが自己のもの
とは異なることの理解の一助にするであろう。ま
た，同一事物上の同一ポイントに自己と他者が注
意を向けていてもそのポイントの理解・解釈の仕
方が異なれば，他者の経験・反応の仕方や強さも
自己のものとは異なる形で探知されるであろう。
ただし，共同注意場面でのやりとりで，他者の反
応を手がかりにしながらどのようにして，他者の
経験が自己の経験と異なることに気づくのか，そ
の過程を言明することはできない。他者の反応を
もとに一定の理論で他者の経験を表象化するとと
もに自己の経験をも表象化して，Tomasello（2018）
が言うような同一の表象形式で他者経験の表象を
自己経験の表象と比較するのか，より原始的に，

他者の反応を知覚してシミュレートした他者の疑
似的な経験を自己の経験と直接比較することで経
験の自他相違に気づくようになるのか，あるいは
その他にも他者の経験が自己の経験と異なること
に気づくことを可能にする過程が存在するのか。
いずれにしても，自己の経験を自己のものとしな
がら他者の反応や経験と区別できるだけの枠組み
を自身の中にもっていないと，他者の反応や経験
に圧倒されて他者の経験を自己の経験とは異なる
ということに気づくことはできないであろう。

Ⅲ．内受容感覚がもたらすもの
１ ．一人称的視点は自己の経験にいかに寄与して

いるか
　自己の経験とは刺激や出来事を知覚したものが
主観的に意識されている状態であるが，知覚した
ものを主観的な経験に位置づける枠組みである
“ 一人称的視点（first-person perspective）” がな
ければ主観的な経験として意識されないという

（Azzalini, Rebollo, & Tallon-Baudry, 2019 ; Park 
& Tallon-Baudry, 2014; Zahavi, 2005）。この一人
称的視点あるいは主観的参照枠は形而上のもので
はなく，Azzalini et al.（2019）や Park & Tallon-
Baudry（2014）によれば，常時更新される身体
内 部 状 態 の “ 神 経 モ ニ タ リ ン グ（neural 
monitoring）” によって構成されるという。身体内
部状態の神経モニタリングとは，身体内部から生
じる多様なシグナルを中枢神経系の機能を通じて
精細に感じ取ることであり，“ 内受容感覚の覚知

（interoceptive awareness）” と言ってもよいだろ
う。内受容感覚は視覚，聴覚，嗅覚，触覚，味覚
といった外受容感覚や身体の動きや骨格筋の緊張
にかかわる固有感覚とは異にするもので，痛みや
体温を含む身体内部環境，内臓，横紋筋，前庭シ
ステム，体液の状態等を情報源とする感覚である

（Damasio, 2003）。 ま た， あ る 研 究 者（e.g., 
Garfinkela, Seth, Barrett, Suzuki, & Critchley, 
2015）は内受容感覚の覚知という用語を “ 内受容
感覚の正確さに対するメタ認知的な意識 ” と定義
しているが，“ 覚知（awareness）” の原義を “ 様々
な行動を引き起こすために用いられる情報にアク
セスできる状態 ”（David, 1997 林訳 2001）とす
るなら，内受容感覚の覚知は特に内受容感覚の情
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報に注意を向けてその情報が意識に上がっている
（conscious）状態の意味に限定されるわけではな
い。Craig（2009）や Critchley, Rotshtein, Ohman, 
& Dolan（2004）によれば，内受容感覚の覚知は
島皮質前部・中部の機能によるもので，身体内部
の感覚シグナルや感情（快・不快や痛み）シグナ
ルが抹消神経から視床を経て島皮質後部に至る経
路で統合されて，島皮質前部・中部で統合された
情報が覚知されるという。そこで本論では，身体
内部状態の神経モニタリングを，島皮質前部・中
部の機能によるもので，身体内部の多様な生理学
的システムから生じるシグナルが統合された情報
を行動や思考に用いることができるようにその情
報にアクセスしている状態であるとし，それを以
後は内受容感覚の覚知と呼ぶことにしたい。
Azzalini et al.（2019）や Park & Tallon-Baudry

（2014）は，この内受容感覚の覚知によって一人
称的視点が作られて，知覚，認知，自己意識，情
動それぞれの主観的な意識的経験が生じるのでは
ないかと考えている。例えば，潜在的プライミン
グのように外界情報を知覚しても無意識的に情報
が処理されるような場合には，その知覚は一人称
的視点あるいは内受容感覚の覚知から切り離され
ている。しかし，意識上で主観的に経験される知
覚，認知，自己意識，情動は，内受容感覚の覚知
に基づいた一人称的視点があってはじめてそのよ
うに経験されると考えるわけである。
　主観的に意識される情動経験については，これ
までに，例えば，内受容感覚のシグナルは脳の島
領域で知覚状態や認知状態のシグナルと統合され
て “ 包括的な情動モーメント（global emotional 
moment）” が一時的に生じることで，主観的に
情動が経験されるということが論じられてきた

（Craig, 2002, 2009）。また，別の考えでは，実際
に生じるあるいは心的シミュレーションによって
生じる身体的変化と結びついた “ 原基的感覚

（primordial feelings）” から自己が派生し，その
自己が情動やそれに連動した内蔵感覚を経験する
枠組みとなり，その自己の経験は知覚情報や認知
情報も加わってより精緻なものになると論じられ
ている（Damasio, 2010）。
　自己意識に関しては，例えば自他弁別の発達の
ところでみた，新生児期以前よりあると思われる

自己身体の感覚は固有感覚や触覚の参照によって
経験されるということであったが，近年ではもう
少し複雑で，固有感覚や触覚だけでなく前庭感覚
や内臓感覚も合わさって自己身体の位置感覚や所
有感覚といった身体的自己意識が生じていると考
えられている（Blanke, Slater, & Serino, 2015；
Seth, 2013）。多重知覚に基づいた自己身体の感覚
や運動による予測と感覚フィードバックに基づい
た自己主体性の感覚などの自己意識は，予測され
る感覚情報と結果として生じる複数の感覚情報を
参照して調整する １ つの参照枠（reference frame）
がなければ発生し得ないと考えられるが，その参
照枠の基盤を内臓感覚等の内受容感覚が支えてい
るか否かはまだよく分からないところである。
　以上のように，情動や自己意識の経験には内受
容感覚が関わっていると考えられるが，どのよう
に関わっているかという疑問に答える証拠は未だ
確認されていない。しかしそのような中でも，最
近 Azzalini et al.（2019）は，情動や自己意識の
生起にかかわる内受容感覚からのシグナルが脳に
フィードバックされて内受容感覚が精細に覚知さ
れることで一人称的視点が作られ，その一人称的
視点が情動や自己意識の主観的な意識的経験をも
たらすのではないかという論を展開している。し
かも，知覚にかかわる意識的な経験もそれと同じ
メカニズムで生成されるという。
２ ．内受容感覚は知覚や認知にいかに寄与してい

るか
　知覚や認知に対して心臓や胃腸のシグナルはど
のような影響を及ぼしているのであろうか。情動
と心臓や胃腸のシグナルの関連性を示した研究は
多 数 あ る（e.g., Couto et al., 2015 ; Schulz, van 
Dyck, Lutz, Rost, & Vögele, 2017）が，知覚や認
知の話となると，心臓や胃腸のシグナルとの関連
性を示した研究報告はほとんどない。特に心臓と
は異なるリズムをもつ胃腸のシグナルと知覚・認
知との関連性を検討した研究は現在までに確認す
ることができない。一方，心臓シグナルについて
は，その神経モニタリングの脳生理学的指標とし
て，心拍と時間的に関連した脳の反応である “ 心
拍誘発反応（heartbeat evoked response）” の振
幅がよく用いられ，非侵襲性の電気生理学的記録
機 器 を 用 い て 測 定 さ れ て き た。 最 近 の 研 究
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（Petzschner et al., 2019 ; Pollatos & Schandry, 
2004 ; Villena-González et al., 2017）では，心拍
誘発反応の振幅は身体内部の心拍に注意を向けた
ときや外界に注意を向けたときには大きくなるこ
とが確認されている。心拍誘発反応の振幅が大き
く心臓シグナルの神経モニタリングが活発なとき
は身体内部への注意や外界への注意が亢進してい
るのである。また別のある研究（Tallon-Baudry, 
Campana, Park, & Babo-Rebelo, 2017）では心拍
誘発反応の振幅が大きい人ほど視知覚の閾値レベ
ル（視認できるかできないかの境目）で現れる視
覚刺激を探知しやすいことが確認されており，心
臓シグナルの神経モニタリングが外界への視知覚
機能を亢進させることがうかがえる。
　Azzalini et al.（2019）によれば，心拍誘発反
応だけではない多様な内受容感覚シグナルのモニ
タリングによって複数の参照枠が調整されて一人
称的視点が構成され，それが，視覚だけでない他
の感覚をも含む外受容感覚を通じて特定の刺激を
知覚・認知したという主観的な意識的経験をもた
らしているのではないかという。未だこの見方を
支持する実証研究は乏しく，この見方は仮説の域
を超えるものではない。しかし，身体内部環境の
ホメオスタシスを維持するために機能していると
考えられてきた身体内部状態の神経モニタリング
あるいは内受容感覚の覚知が，私たちの意識的経
験において，それ自体意識されないが多様な参照
枠を調整する一人称的視点の構成に寄与している
という見方は，自他弁別の発達を考えるとき，何
故自己の経験が他者の経験と異なることに気づく
ことができるのかという問題にも重要な示唆を与
えてくれる。それは，内受容感覚の神経モニタリ
ングあるいは内受容感覚の覚知が十分に発達して
自己自身の経験を自己のものとして意識上で経験
できるようになるからこそ，自他弁別が促進され
るのではないかということである。
３ ．内受容感覚の覚知はいかなる要因によって発

達するか
　内受容感覚のシグナルは基本的には，私たちの
身体内部環境のホメオスタシスに関する情報を伝
達している。しかし，外部環境や他者と接触して
も身体内部環境は変化するため，内受容感覚は実
質的には，身体内部環境からだけではなく外部環

境や他者との接触によって触覚を中心とした外受
容感覚とほぼ同時に発生する。また，自立的な移
動運動や巧みな微細運動が未発達である乳児にお
いては，親や大人との身体接触を通したやりとり
が日常であるため，内受容感覚やホメオスタシス
は全面的に親や大人との身体接触を通したやりと
りに頼ることになる。誕生後間もなくから始まる
親との身体接触を伴うやりとりはおそらく，乳児
が内受容感覚の覚知を発達させる重要な要因では
ないだろうか。
　Fotopoulou & Tsakiris（2017）によれば，内
受容感覚の覚知が発達するためには，他者との身
体接触を通じたやりとりが重要だという。例えば，
体や頭を撫でるといった他者による慰撫接触は，
生理学的覚醒状態を低下させたり生理学的な心地
よさを高めたりして内受容感覚シグナルを生み出
すと同時に，他者の手の圧力，柔らかさ，温かさ，
速度といった外的刺激に対する外受容感覚シグナ
ルを生み出す。そもそも，慰撫接触のような単一
の触覚刺激は内受容感覚シグナルと外受容感覚シ
グナルを同時に生じさせるため，触覚刺激の繰り
返しによって次第に １ つのまとまった経験として
表象されるはずである。Fotopoulou & Tsakiris

（2017）は，身体接触を通じたやりとりが内受容
感覚の経験と外受容感覚の経験の統合をもたらし
て，自己と他者の間の身体的境界を生み出すとと
もに，内受容感覚の覚知の発達を促すと論じてい
る。Azzalini et al. （2019） や Park & Tallon-Baudry

（2014）の見方にしたがうと，さらにその内受容
感覚の覚知の発達は乳児の知覚・認知に一人称的
視点を与えてその主観的な意識的経験を可能にす
ると考えてよいのではないだろうか。
　ここで，内受容感覚の経験と外受容感覚の経験
がどのように統合されて内受容感覚の覚知が発達
するのかについて，さらに具体的に考えたい。近
年，私たちの心的機能を “ 予測的符号化（predictive 
coding）” という考え方で把握しようとする動きが
隆盛している。予測的符号化の考え方では，例え
ば，私たちの知覚は，感覚器から入力されるシグ
ナルをそのまま直接的に処理する一方向的な過程
ではなく，その感覚器で生じる感覚に関する状態
モジュール（あるいは内的モデル）を脳内で形成
しており，そのモジュールによって生成された予
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測状態シグナルと感覚器を通じて入力されるシグ
ナルを比較して予測誤差が計算され，その予測誤
差に基づいて感覚器が調整されたり状態モジュー
ルを更新したりして，その調整や更新は予測誤差
がなくなれば終了するという一連の過程であると
考える（Friston, 2010 ; Friston, Kilner, & Harrison, 
2006）。そして，感覚器からの入力を通じて生じ
る予測誤差の影響で状態モジュールの予測する状
態が大きく更新されるほど主観的な知覚経験は明
瞭なものになると考えられている。Figure 1に，
触覚の経験と内受容感覚の経験の統合モデルを予
測的符号化の考え方に基づいて描出した。このモ
デルは，Seth, Suzuki, & Critchley （2012）の自
己存在感に関する予測的符号化モデルに想を得て
考案した。Seth et al.（2012）は，自己存在感は
内受容感覚の予測的符号化モデル，自己主体感は
感覚運動系の予測的符号化モデルとし，様々な証
左より，自己主体感は自己存在感を基盤にしてい
るが，自己存在感が自己主体感の基盤になること
はないと考えて，感覚運動系の変化がシグナルと
して自律神経系を通じて内受容感覚に伝達される
だけでなく，感覚運動系の状態モジュールが感覚
運動系の予測シグナルと内受容感覚の予測シグナ
ルを伝達し，内受容感覚の予測誤差シグナルが感
覚運動系の状態モジュールに伝達されるという自
己存在感と自己主体感の統合モデルを構成してい
る。同様に触覚の経験と内受容感覚の経験に関し

ても，その両者が統合されていれば内受容感覚は
触覚経験が基盤になっているが，その逆はあまり
あり得ないと考えられたため，触覚経験は身体内
部環境に変化をもたらして内受容感覚に直接作用
するだけでなく，触覚の状態モジュールが触覚の
予測状態シグナルだけでなく内受容感覚の予測状
態シグナルを送信し，内受容感覚の予測誤差が触
覚の状態モジュールにも送られて触覚の予測状態
が更新されるというモデルを構成した。Figure 1
を参照しながら，他者による慰撫接触によって触
覚の経験と内受容感覚の経験が統合される過程を
具体的に確認したい。乳児が泣き始めて生理学的
覚醒が高まっても誰もあやさなければ，その乳児
の内受容感覚の状態モジュールは身体内部環境の
状態を適切に予測できず，また出力によって身体
内部環境を支える多様な生理学的システムをコン
トロールすることもできないため，内受容感覚の
予測誤差は最小化されることがなく乳児の生理学
的覚醒は高いままである。そこに親が抱っこして
頭や背中をさするといった慰撫接触が繰り返し行
われると，様々な生理学的システムが調整されて
次第に生理学的覚醒が治まって内受容感覚への入
力が減少し，内受容感覚の予測誤差が減じるとと
もに，慰撫接触による触覚入力によって生じた触
覚の予測誤差と内受容感覚から生じる予測誤差に
よって触覚の状態モジュールは繰り返し更新さ
れ，その更新によって親から受けた慰撫接触が明

Figure 1　A model of integartion of tactile and interoceptive experieces. 
　This graphical representation is adapted from Seth et al. （2012）. A thick solid arrow represents 
body-environment interaction or direct pathway from one system to another system.
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  This graphical representation is adapted from Seth et al.(2012). A thick solid arrow represents body-environment interaction
or direct pathway from one system to another system.

prediction error

prediction error
prediction

error

output

input

03 p19-37 hisasaki_cs6.indd   28 2020/04/23   13:28:35



─ 29 ─

久崎：心の理論における共同注意，内受容感覚，そして親子間相互作用

らかな触覚として主観的に経験される。触覚の状
態モジュールの更新は，内受容感覚の予測誤差を
最小化させるような内受容感覚の予測と触覚の予
測ができるようになったところで，つまり生理学
的覚醒が治まるような内受容感覚と触覚を同時に
予測できるようになったところで終了する。内受
容感覚の状態モジュールも慰撫接触の経験から予
測される内受容感覚のシグナルを受けながら，予
測誤差が最小化して乳児の生理学的覚醒が治まる
とともに終了する。最終的に更新された内受容感
覚の状態モジュールは，慰撫接触による触覚経験
に基づいた最適な内受容感覚を新たに予測できる
ようになる。このように内受容感覚と統合された
触覚は機能すると内受容感覚も連動して生起し
て，その内受容感覚が覚知されると触覚には一人
称的視点が付与されて，その触覚は主観的な意識
のもとで経験される。
　そして，子どもの成長とともに，親子の身体接
触を通じたやりとりは子どもの外受容感覚，認知，
固有感覚等が絡んで複雑になり，それによって子
どもは，内受容感覚の予測誤差を最小化させるよ
うな様々な方略を体得するとともに，外受容感覚，
認知，固有感覚の各状態モジュールから伝達され
る予測シグナルをもとに内受容感覚における予測
誤差が計算されて，内受容感覚の状態モジュール
はその予測誤差を最小化するような最新の洗練さ
れた予測状態を生成するようになる（Figure 2参
照）。このような過程の中で内受容感覚の覚知は
発達し，外受容感覚，認知，固有感覚が生じると
身体内部の複数のシグナルも発生して内受容感覚
として覚知される。そして，その覚知によって知
覚，認知，運動に一人称的視点が付与されて，知
覚，認知，運動は主観的なものとして経験される
ようになる。ということはないのであろうか。ち
なみに，感情（意図・欲求・情動）の主観的な意
識的経験は Figure 2の中ではどのように理解す
べ き で あ ろ う か。 こ れ に 関 し て は Feldman-
Barrett（2017）の理論が参考になる。Feldman-
Barrett は，私たちの経験する意識は内受容感覚
を中心にして外受容感覚や固有感覚が予測的符号
化の原理で統合された処理過程によって成立し，
その処理過程のどこかで予測誤差によって状態を
予測する内的モデル（状態モジュール）が更新さ

れることである感覚が意識上に立ち現われると考
えている。そして，感情は基本的には，その統合
された処理過程の中でも内受容感覚を基盤にした
知覚が脳内に表象されたものではあるが，認知や
運動とも切り離せないところがあるという。
Feldman-Barrett（2017） の 見 解 に 立 て ば，
Figure ２ の統合モデルのほぼ全体を感情とみる
ことになる。例えば，感情の １ つである情動を主
観的な意識のもとで経験するというのは，情動生
起に伴う内受容感覚を覚知することで，その情動
生起の各過程にあたる，事象に対する知覚，認知
的評価，そして評価の結果としての表出・行動の
準備態勢すべてに対して一人称的視点が与えられ
ることとみてよいのかもしれない。
　以上をまとめると，まず，身体接触を中心とし
た親子の近接したやりとりが内受容感覚の覚知の
発達に大きく関与しているのではないかと考えら
れた。発達の極初期では主に親の慰撫接触によっ
て生理学的覚醒が調整されるため，触覚経験が内
受容感覚の覚知に統合されていく。加齢とともに
身体接触を伴うやりとりは他の感覚モダリティや
知覚以外の他の機能も関与して複雑化してくるた
め，内受容感覚の覚知は多様なシステムを統合し
たより洗練されたものに発達していくことが考え
られる。さらに，身体内部状態の神経モニタリン
グ（内受容感覚の覚知）が心的機能に一人称的視
点を与えるという Azzalini et al.（2019）の考え
にしたがえば，内受容感覚の覚知の発達によって
子どもは自己自身の多様な知覚，認知，運動，感
情を主観的な意識のもとで経験することができる
ようになるのではないだろうか。
　しかしながら，内受容感覚に対して他の感覚や
心的機能が統合される過程は予測的符号化という
考え方のみで説明可能なのか，多くの生理学的シ
ステムによって支えられている内受容感覚の覚知
は実際にどのように発達していくのか，内受容感
覚の覚知が実際に心的状態に一人称的視点を与え
て主観的な意識的経験をもたらしているのか，と
いう３つの問いに対して答えを与えるような証左
はほとんどない。親子の近接したやりとりが内受
容感覚の覚知の発達を促して子どもに多様な心的
状態の主観的な意識的経験をもたらすという仮説
は，今後も十分に議論しなければならない。
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Figure 2　A model of the mechanism of subjective experience of perception, cognition, and action.
　This graphical representation basically shows the interaction between interoceptive physiological systems 
and sensory, evaluation, and motor systems. Cognitive prediction signals are conveyed from the state module 
of exterocetion to the error module of cognition, generating error signals to the state module of exterocetion, 
because the evaluation system is affected by exteroceptive states. The same also applies to both the 
interaction between cognition and proprioception and the interaction between proprioception and 
exteroception. Additionally since the interaction between proprioception and exteroception is close and 
bidirectional, the dotted arrow representing proprioceptive prediction signals from the state module of 
exteroception and the broken arrow representing error signals from the error module of proprioception are 
depicted. Furthermore the chain arrow represents proprioceptive prediction signals from the interoceptive 
state module because there are cases where interoceptive conditions contribute to the experience of motor 
states （Marshall, Gentsch, & Schütz-Bosbach, 2018）.  
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Figure 2　A model of the mechanism of subjective experience of perception, cognition, and action.
This graphical representation basically shows the interaction between interoceptive physiological systems and sensory,

evaluation, and motor systems. Cognitive prediction signals are conveyed from the state module of exterocetion to the error
module of cognition, generating error signals to the state module of exterocetion, because the evaluation system is affected by
exteroceptive states. The same also applies to both the interaction between cognition and proprioception and the interaction
between proprioception and exteroception. Additionally since the interaction between proprioception and exteroception is close
and bidirectional, the dotted arrow representing proprioceptive prediction signals from the state module of exteroception and the
broken arrow representing error signals from the error module of proprioception are depicted. Furthermore the chain arrow
represents proprioceptive prediction signals from the interoceptive state module because there are cases where interoceptive
conditions contribute to the experience of motor states (Marshall, Gentsch, & Schütz-Bosbach, 2018).
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Ⅳ．親による内受容感覚の調整と心の理論の発達
　先では，親子の近接したやりとりによって内受
容感覚の覚知が他の感覚や心的機能を統合して発
達することで，様々な心的状態に主観的な意識的
経験がもたらされるのではないかという仮説を提
示した。この仮説が正しいなら，親子の近接した
やりとりにおいて親が何かを子どもに見せたり示
したりすることで子どもの生理学的覚醒が安定し
ていく過程は視覚システムが内受容感覚の覚知に
統合されていく過程であり，それは視知覚の主観
的な意識的経験をもたらすと考えることができ
る。先述で，心臓シグナルの神経モニタリングが
外界への視知覚機能を亢進させる可能性（Tallon-
Baudry et al., 2017）を述べたが，それは内受容
感覚の覚知によって視知覚に主観的な意識的経験
を与えられたために，その機能が亢進したとも考
えることができる。
１ ．親子の近接したやりとりや共同注意はいかに

心の自他弁別の発達に寄与するか
　少なくとも，見る，聞く，嗅ぐ，触れる，味わ
う，そして体を動かすといった感覚運動レベルの
活動は，発達の初期には主観的なものとして経験
することができるであろう。それは，発達の極初
期から親子の近接したやりとりの中で，親の姿や
行為を見たり，親の声を聞いたり，親の匂いを嗅
いだり，親の肌を感じたり，親に食べさせてもらっ
たり，親と身体的に触れ合いながら遊んだりする
ことで子どもの身体内部状態が調整されることが
頻繁であり，それによって内受容感覚の覚知が感
覚運動システムと統合しながら発達して知覚や運
動に一人称的視点を与えると考えられるからであ
る。反対に，子どもが自らの欲求や願望に任せて
何かを見たり，聞いたり，食べたり，またオモチャ
で遊んだりすることだけでは，内受容感覚の覚知
が感覚運動システムと統合しながら発達すること
はおそらくないだろう。身体内部環境やホメオス
タシスの調整においてほぼ全面的に親を頼ってい
る幼い子どもたちはそれらを自律的に調整できる
方略を持ち合わせておらず，生理学的覚醒が高
まったときに生理学的システムの調整に作用する
モノを見つけてそれを触り続けても，一定の触刺
激を受けるだけで生理学的覚醒はなかなか治まら
ないであろう。やはり，子どもの身体内部状態を

ある程度精確に理解できる親や大人から，生理学
的覚醒が治まるような慰撫接触や複数の感覚を通
したかかわりを受けることで，子どもの内受容感
覚の覚知は洗練したものに発達していくのではな
いだろうか。
　内受容感覚の覚知が発達すれば，自己自身の知
覚・認知や運動を自己のものとして意識上で経験
できるようになり，共同注意場面で子どもは自己
の経験が他者の経験と異なることに気づくことが
可能になるであろう。確かに発達のかなり早期の
段階から，すでに子どもは自己身体，視覚的自己
身体，自己主体性それぞれの感覚を備えていると
考えられるが，それらの感覚を経験できるという
ことは，受信する情報が自己身体の触覚情報かそ
れ以外か，自己身体の視覚情報か他者身体のそれ
か，自己身体の運動に関する情報か他者身体のそ
れかの弁別ができるだけのことでしかない。こう
した身体・運動レベルの自他弁別の能力をもって
いるだけで，他者とのやりとりの経験の中から次
第に自ずと心的レベルでの自己と他者の相違に気
づいていくということはあり得ないのではない
か。例えば，子どもが他者とのやりとりの中で，
偶然にもその他者と同じ心的状態になったり，他
者の表出・行動をシミュレーションしてその他者
と同じ心的状態になったりした場合には，その心
的状態の表現も自己と他者で完全ではないが同一
であるため，その表現にかかわる自身の視覚情報
や固有感覚情報を参照しても自己の心的状態を自
分のものにすることはできない。こうした心の自
他弁別が難しい状況でも自己の心的状態を自分の
ものにさせるのは，やはり人それぞれに特有な身
体内部環境を伝達する内受容感覚情報ではないだ
ろうか。
　また，同一事物に対して自己と他者が注意を共
有する共同注意場面では他者は自己と同じように
知覚・認知して同じように感情（意図・欲求・情
動）を経験しているのかを相互に把握しないとや
りとりは展開していかない。そして，自分の知覚・
認知・感情を主観的なものとして意識的に経験し
ていないと，Tomasello（2018）の言う，同一の
表象形式での心的表象の自他比較にせよ，他者の
反応をシミュレートした結果と自己の経験の比較
にせよ，知覚・認知・感情の自他相違に気づくこ
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とはできないと考えられる。すなわち，そうした
自他相違に気づく過程において，自分自身の知覚・
認知・感情を主観的に経験するために必要とされ
る身体内部状態の神経モニタリング（内受容感覚
の覚知）（e.g., Azzalini et al., 2019）が重要な働
きをするのだと考えられる。内受容感覚の覚知の
発達によってさらに自己の多様な心的状態を主観
的かつ意識的に経験できるようになれば，多様な
心的状態について明白な自他相違を認識すること
が可能になり，安定した心の自他弁別が発達する
のではないだろうか。
　以上をまとめると，内受容感覚の覚知を基盤に
して，次のような心の自他弁別の発達機序が想定
される。子どもの身体内部状態を的確に理解でき
る親や大人による近接したかかわりによって子ど
もの生理学的覚醒が適切に調整されることで，子
どもは内受容感覚の覚知を発達させて自己の知
覚・認知・感情を主観的に経験できるようになる。
そのように発達した子どもは共同注意場面におい
て知覚・認知・感情の自他相違を多く経験して安
定した心の自他弁別を発達させる。
２ ．内受容感覚の覚知は心の理論の発達にいかに

寄与するか
　先では，発達した内受容感覚の覚知によって共
同注意場面における自身の多様な知覚・認知・感
情を主観的なものとして意識的に経験することが
できて，他者のそれらとは異なることに気づいて
いき，最終的には自己とは異なる他者の心的状態
を推測できるようになるという可能性を論じた。
　また近年，他者の心的状態を精確に推測するこ
とそのものに内受容感覚情報の処理が必要ではな
い か と い う 論 も 展 開 さ れ て い る（Ondobaka, 
Kilner, & Friston, 2017）。心の理論に関する多く
の実証研究は，他者の特徴と行為に関して視覚や
聴覚等の外受容感覚から得た情報と固有感覚から
得た情報の処理を通じて他者の心的状態を推測で
きるか否かを検証してきた。しかし，私たちの行
動は外部環境だけでなく身体内部状態によっても
変化する。例えば，他者の行動を見てその意図を
推測しようとするときに，その他者の置かれた環
境やすでに獲得している行動－心のモデルから意
図を推測できたとしても，その意図が生じた理由
までも精確に推定することはできない。しかし，

そこに身体内部状態に関する情報があれば，意図
理解はより確かなものになるのである。
　Ondobake et al.（2017）が述べているように，
心の理論における内受容感覚の働きには以下の ２
つの考え方が想定される。 １ つは，他者の内受容
感覚の変化を自身の外受容感覚を通じて探知し，
その情報を他者の心的状態の推測の一助とすると
いう考え方である。もう １ つは，自分自身の行動
を説明する内受容感覚状態を覚知して，そこから
他者の内受容感覚状態や行動を推測するという考
え方である。しかし，他者の内受容感覚の変化は
身体に局所的かつ一時的に生じるために外受容感
覚では特定しにくく，確かでない内受容感覚情報
を意図や情動に対する考えの中に取り込むことは
できない（Ondobake et al., 2017）。また，内受容
感覚－外受容感覚間の連合は弱く，他者の内受容
感覚状態を外受容感覚を通じて探知してもその状
態は自己自身の内受容感覚に再現されにくいた
め，他者の内受容感覚状態は自己の内受容感覚状
態の生成モデルに基づいた仮想の中で推定される
ものと思われる（Ondobake et al., 2017）。そして
その生成モデルによって，他者の内受容感覚状態
は仮想的にシミュレーションされるとともに，そ
の内受容感覚状態と結びついた予期される外受容
感覚や固有感覚の状態も生み出されて（Ondobake 
et al., 2017），それらが心的状態の推測に活用さ
れているのだと考えられる。内受容感覚の覚知が
発達すれば，つまり自己の内受容感覚のモデルが
外受容感覚や固有感覚と統合してより精緻なもの
になれば，他者の内受容感覚状態の円滑かつ多様
なシミュレートが可能になって他者の外受容感覚
や固有感覚も推定されやすくなり，他者の心的状
態の推測はより効率のよい精確なものになるだろ
う。
　以上より，内受容感覚の覚知は身体接触をはじ
めとする親子間の近接したやりとりによって発達
するのではないかと考えられる。また，内受容感
覚の覚知は，自分自身の知覚・認知・感情の生起
に対して主観的かつ意識的な経験をもたらして心
的状態の自他弁別を促すとともに，他者の内受容
感覚状態の円滑かつ多様なシミュレーションを可
能にして他者の心的状態の推測の効率と精度を上
げているのではないかと考えられる。すなわち，
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内受容感覚の覚知は，心的状態の自他弁別と心的
状態の推測の効率・精度という ２ つの側面から心
の理論の発達を推し進めているのではないだろう
か。

Ⅴ．結び
　本論では，心の理論の発達において心の自他弁
別の発達が重要であることを説いた。そして，心
の自他弁別の発達過程について，これまでに得ら
れた研究知見や展開されている理論・考え方に基
づいて次のように考えた。（1）自らの知覚・認知・
感情といった心的状態を主観的なものとして意識
的に経験できることで自己の知覚・認知・感情の
他者のそれらの相違を探知することができ，その
繰り返しによって心の自他弁別が発達する。（2）
ある心的状態を主観的なものとして意識的に経験
するためにはその状態に一人称的視点が付与され
る必要があり，その一人称的視点を生み出すのが
内受容感覚の覚知（身体内部状態の神経モニタリ
ング）である。（3）洗練された内受容感覚の覚知
の発達がなければ，多種多様な心的状態を主観的
なものとして意識的に経験することはできない。

（4）洗練された内受容感覚の覚知の発達とは，発
達の極初期では子どもの生理学的覚醒を調整する
親子の身体接触を通じたやりとりが中心であるた
め触覚と内受容感覚の連合が主であったのが，子
どもの成長とともに親や大人と子どものやりとり
も複雑化して内受容感覚が外受容感覚，認知，固
有感覚等と連合して複雑化していく過程であり，
その複雑化した内受容感覚の覚知によって知覚・
認知・運動・感情といった多様な状態を主観的に
経験できるようになる。（5）内受容感覚の覚知の
発達によって自己の知覚・認知・感情の主観的な
経験が豊かになるだけでなく，他者の内受容感覚
状態の円滑かつ多様なシミュレートが可能になっ
て他者の心的状態の推測の効率と精度が高くな
る。以上の（1）～（5）の内容はどれも十分な証
拠のない，あるいは全く検証されていない仮説で
あり，そのような複数の仮説で構成される心の自
他弁別の発達過程に関する本論の展開は確信を
もって首肯できるものではない。
　しかし，本論は従来議論されてきた愛着と心の
理論の関連性に関する謎に対して １ つの答えを提

供するかもしれない。以前より， １ 歳時点の安定
した愛着が 4 歳時点の誤信念課題の成績を有意
に 予 測 し た り（Meins, Fernyhough, Russell, & 
Clark-Carter, 1998）， 7 ヶ月時点の親子間の情緒
的利用可能性が４歳時点の誤信念課題の成績を有
意に予測したりすることが確認されているが

（Licata et al., 2016），何故発達初期の愛着の質や
愛着形成を支える親子間相互作用の質がその数年
後の誤信念課題の成績を左右するのかについて未
だ定説がなかった。例えば Fonagy & Target

（1997）は親子間相互作用の質が直接的に子ども
の心の理解の発達に作用する機序について幾つか
の考えを次のとおり挙げている。 １ つ目は，適切
な親子間相互作用を展開できる親は心的状態と行
動が一致しているため，子どもは行動の基盤にあ
る心的状態を推測しやすいという考えである。 ２
つ目は，情緒的利用可能性の高い親の子どもは不
穏な情動が調整されて安心して心的過程に注意を
向けることができて，自他の心的状態の理解が進
むという考え方である。 3 つ目は，情緒的利用可
能性の高い親は子どもの情動表出を誇張した模倣
を通じて映し出し，子どもはその映し出しによっ
て自分自身の情動に気づいて情動に関する自己覚
知を形成することで，情動制御能力だけでなく表
象としての心的状態の理解を発達させるという考
え方である。特に 3 つ目の親子間の情動的相互作
用における親の映し出しは “ 情動 ” に対する子ど
もの理解を深めていくものと思われるが，誤信念
課題の内容が事実とは異なる他者の誤った “ 信
念 ” の理解である以上，親の情動的な映し出しが
子どもの信念理解（他者が知覚を通して何を認知
しているかの理解）の発達を直接促しているとは
考えにくい（久崎 , 2017）。また，情動・意図・
欲求といった感情が生じるときはたいていそれが
身体で表現されるため，親や大人による随伴的か
つ適切なフィードバックがあれば子どもは自分自
身の感情に気づくものと思われるが，知覚や認知
といった心的状態には身体で表現されることはあ
まりないため，子どもは知覚・認知の自他相違に
どのようにして気づいていくのかは謎であった。
　しかし，本論にしたがえば，次のような発達的
機序が考えられよう。発達初期は親子間の身体接
触を伴う穏やかかつ確かなやりとりによって，子
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どもは不穏な情動が治まって身体内部の生理学的
システムが適切に調整されることで，子どもの安
定した愛着が築かれる。そのような親子において
は，その後も触覚以外の感覚や心的機能によって
子どもの生理学的覚醒が適切に調整されて，内受
容感覚の覚知が洗練したものに発達する。子ども
は発達した内受容感覚の覚知を基盤にして自分自
身の情動だけでなく知覚や認知の主観的な意識的
経験が可能になり，知覚・認知等の自他相違にも
気づいていく。
　本論の主張は，ホメオスタシスの調整に関わる
内受容感覚を交えた親子間のやりとりが内受容感
覚の覚知を発達させて知覚や認知等を自己のもの
として意識的に経験できるようなると，共同注意
経験を通してそれが自己とは異なる他者の心的状
態の理解を発達させるという発達機序の可能性で
あったが，明証が不十分であることは言うまでも
ない。今後，本論の主張の是非を決定づけるエビ
デンスを積み重ねてさらに議論を深めていくこと
を約束し，本論をここで結ぶ。
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久崎：心の理論における共同注意，内受容感覚，そして親子間相互作用

Theoretical examination of the role of joint attention, 
interoception, and proximal parent-child interaction

in the development of theory of mind

Takahiro HISAZAKI

　The present article theoretically examines the developmental mechanisms of children’s self-other 
discrimination in mental states （SODM）, which is at the core of theory of mind. The role of joint 
attention, first-person perspective and interoceptive awareness on the development of SODM are 
discussed based on some empirical evidence and persuasive theories. Such discussions suggest the 
following: （1） As children come to consciously experience an inner mental state as their own, their 
SODM develops through their detection of self-other difference in perspective during parent-child 
interaction involving joint attention; （2） First-person perspective, which is generated by interoceptive 
awareness, provides the subjectivity of conscious experience for an inner mental state; （3） 
Developmentally refined interoceptive awareness （DRIA） enables the subjective conscious experience 
of a variety of mental states; （4） DRIA evolves through elaborate associations of interoceptive 
awareness with exteroception, proprioception, and cognition in parent-child interaction increasingly 
complicated with child’s aging; （5） DRIA enables smooth simulation of others’ interoceptive states 
contextualizing their mental states, through which their mental states can be inferred precisely and 
efficiently.

Key words: self-other discrimination in mental states, joint attention, interoceptive awareness, 
predictive coding, proximal parent-child interaction
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